
第３回「すまいスクール」事業選定・評価委員会 議事要旨 

 

平成２６年度の「すまいスクール」タイアップ型事業の選定を行うため開催した第３回「すま

いスクール」事業選定・評価委員会（以下，委員会という。）の議事要旨は次のとおりです。 

 

１ 委員会概要 

日 時 ： 平成２６年７月３１日（木） 午前１０時～午前１２時 

場 所 ： アーバネックス御池ビル 西館４階 消費生活総合センター研修室 

出席者 ： ６名（委員全員出席） 

委 員 長 髙田 光雄 

副委員長 山本 壯太 

委  員 西光 正至 

委  員 玉村 匡 

委  員 秦 めぐみ 

委  員 岡田 圭司 

 

２ 審 議 

（１）議 題 

   「すまいスクール」タイアップ事業の選定について 

（２）審 議 

   ・事務局から，応募があった２８事業の企画提案等について説明を行った。 

・委員からの質疑応答の後，委員による第１回目の投票が行われた。 

・各企画提案について委員間で意見交換が行われた後，委員による第２回目の投票が行わ

れた。 

   ・以上の審議を経て，今年度の「すまいスクール」タイアップ事業として９事業が選定さ

れた。 

 

３ 選定された９事業 

  別紙のとおり 

 

４ 選定総評 

  今回の「すまいスクール」タイアップ事業の公募には，２８事業もの応募があり，昨年度（１

９事業）よりも大きく増加した。また，いずれの事業の企画内容も，それぞれの団体が取組む

様々な課題に対して，「住み継ぐ」「そなえる」「支え合う」の３つのキーワードを踏まえるとと

もに，身近な視点から愛着を持って住まうことができるすまいやまちの形成を考えた提案とな

っており，それぞれ甲乙がつけがたい内容であった。第１回目の投票では，票が分散し，ほと

んどの事業企画に票が入ったことがその証左である。 

その後，住宅政策上の課題などの観点も踏まえながら審議を行ったうえ第２回目の投票を行

い，最終的にこの２回の投票によりタイアップ事業を選定した。結果として，住まいや住まい

方に関する社会的なニーズや今日的課題を踏まえた事業企画が選定されたが，選定されなかっ

た事業企画との差は僅差であり，それら選定されなかった事業企画についても，何らかの形で

京安心すまいセンターと連携し，事業が実施されることが望まれる。 

 



別 紙 

 

 選定された９事業 （５０音順） 

 

団体名 提案事業名 

学校法人 京都建築専門学校  

棟梁や専門学校生と建てよう！ 宝ヶ池のお

茶室 ～水面に映るお点前姿 伝統文化を体

験しよう～ 

特定非営利活動法人 京都・森と住まい百年

の会  
住宅をテーマにした絵本の作成  

京の山 杣人工房 嵯峨・木のこころ『風』  
京都の木に親しむ・地域材でつくるインテリ

ア小物  

特定非営利活動法人 京町家・風の会  町家のよさは現代の暮らしにいかせるか？  

シニアライフSOS  
京都で暮らす新人シニアのための『スタート

ダッシュスクール』  

特定非営利活動法人 集合住宅維持管理機構  

管理組合の体制づくりからアフターフォロ

ーまで ～マンション大規模修繕工事 成功

に導く９つの鍵 ～ 

一般社団法人 相続相談センター  
相続対策の新潮流『家族信託』による円満相

続のすすめ（仮称）  

公益財団法人 日本ナショナルトラスト  

駒井家住宅活用検討会  
駒井家住宅すまい文化講座（仮称）  

京のアジェンダ２１フォーラム  

（共催） 

一般社団法人 京都府マンション管理士会  

京都府地球温暖化防止活動推進センター  

再エネ導入で，環境問題に貢献しながら，マ

ンションの資産価値アップ！（仮）  

 

 


